
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新松田駅周辺整備基本構想・基本計画 

（案） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

平成30年12月 

 

神奈川県松田町 

 

  



 

 



 

 

新松田駅周辺整備基本構想 

 目  次 

 

序 はじめに ......................................................................... 1 

１．基本構想・基本計画策定の背景と目的 ................................................... 1 

２．対象区域 ............................................................................. 1 

３．基本構想の位置づけ ................................................................... 2 

 

Ⅰ 新松田駅周辺地域基本構想 .................................................... 3 

１．新松田周辺地域の位置づけ ............................................................. 3 

（１）上位計画における位置づけ ......................................................... 3 

（２）関連計画 ......................................................................... 5 

２．新松田周辺地域の実態と課題 ........................................................... 6 

（１）新松田駅周辺の現状・問題点と課題 ................................................. 6 

（２）新松田駅周辺地域のまちづくりの基本的課題 ........................................ 10 

３．新松田駅周辺地域基本構想 ............................................................ 11 

（１）まちづくりの将来像 .............................................................. 11 

（２）まちづくりの基本方針 ............................................................ 11 

（３）新松田駅周辺地域基本構想 ........................................................ 12 

（４）新松田周辺地域基本構想図 ........................................................ 13 

（５）実現施策 ........................................................................ 14 

Ⅱ 新松田駅周辺整備基本計画 ................................................... 16 

１．道路、駅前広場及び共同化施設の整備計画 .............................................. 16 

（１）道路網計画 ...................................................................... 16 

（２）新松田駅前広場整備計画 .......................................................... 19 

（３）新松田駅北口駅前街区整備計画 .................................................... 24 

２．新松田駅周辺整備基本計画 ............................................................ 30 

（１）新松田駅周辺整備の主要事業 ...................................................... 27 

（２）新松田駅周辺整備のイメージ図 .................................................... 29 

３．新松田駅周辺整備基本計画の実現に向けて .............................................. 30 

（１）実現化シナリオと重点事業 ........................................................ 30 

（２）重点事業の実現化方策 ............................................................ 31 

 

 

 

 



 

 

Ⅲ 資料 ............................................................................. 33 

１．交通量調査、利用者意向調査結果 ...................................................... 33 

（１）調査概要 ........................................................................ 30 

① 交通量調査 ....................................................................... 33 

② 駅端末交通手段別交通量・利用者調査 ............................................... 33 

③ 駅利用者アンケート調査 ........................................................... 33 

（２）調査結果 ........................................................................ 30 

① 交通量調査結果 ................................................................... 34 

② 駅端末交通手段別交通量・利用者調査結果 ........................................... 37 

③ 駅利用者アンケート調査結果 ....................................................... 38 

２．まちづくり協議会委員へのアンケート結果 .............................................. 44 

（１）道路・駅前広場の都市計画決定について ............................................ 44 

（２）共同化による施設の集約化について ................................................ 44 

３．再開発事業関連意向調査結果 .......................................................... 45 

（１）権利者意向調査 .................................................................. 45 

① 調査概要 ......................................................................... 45 

② 調査結果 ......................................................................... 45 

（２）民間事業者意向調査 .............................................................. 46 

① 調査概要 ......................................................................... 46 

② 調査結果 ......................................................................... 46 

 

Ⅳ 用語集 ........................................................................... 49 

 

 



                                          新松田駅周辺整備基本構想・基本計画    

-1- 

 

序 基本構想の策定について 

１．基本構想・基本計画策定の背景と目的 

１日約24,000人が乗降する小田急小田原線新松田駅ならびに１日約6,600人が乗降するJR

御殿場線松田駅が交わる新松田駅周辺地域は、神奈川県県西地域における交通結節点として機

能しており、また、足柄上地区の中心拠点としての役割や世界遺産である富士山へ向かう、神

奈川県の西の玄関口にもなっているため、多くの地域から来訪者が訪れる場所です。 

しかし現在は、交通結節機能が脆弱なため、車両と歩行者が錯綜するなど交通混雑が生じて

おり、県西地域の交通結節点にふさわしい交通広場整備をはじめとする駅前環境の整備改善が

喫緊の課題となっています。 

また、本町においても少子高齢化や若年層の流出などを要因とした人口の減少が見込まれて

おり、町の発展に寄与する若年層の定住促進に資する魅力あるまちづくりのために、中心市街

地の活性化に向けた賑わいの創出に向けて、町民サービスや都市空間の質の維持、向上を図る

ことが課題となっています。 

新松田駅周辺整備基本構想・基本計画は、小田急線新松田駅及びＪＲ御殿場線松田駅周辺地

域（以下、「新松田駅周辺地域」という。）において、足柄上地区の玄関口としてふさわしい

交通結節機能及び商業交流機能の充実を図ることにより、駅利用者の安全・安心を確保すると

ともに、本町の定住促進、地域活性化に資する交流人口の増加に向けて駅前広場及びアクセス

道路（＊）、その周辺街区の再編等に関わる方向を整理するとともに、整備手法等実現方策を

整理し、整備の早期実現を目指すものです。 

 

２．対象区域 

・本基本構想・基本計画の対象区域は、以下に示す基本構想対象範囲（以下、「新松田駅周辺

地域」という。）と基本計画対象範囲（以下、「新松田駅周辺地区」という。）とします。 

＜業務検討対象区域＞ 
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３．基本構想・基本計画の位置づけ 

・基本構想・基本計画は、県及び町の上位計画を踏まえ、地域のまちづくりの方向を示すと

ともに、駅周辺地区の整備についての方針を整理するものです。 

・基本構想・基本計画策定後は、本構想・計画を踏まえ、整備実現に取り組んでいくことと

なります。 

 

＜基本構想の位置づけ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【上位計画】 

 

 

新松田駅周辺整備基本構想・基本計画 

 

新松田駅周辺地区における 

整備実現に向けた取り組み 

整合 

 

〔神奈川県〕 

 かながわ都市マスタープラン 

 松田都市計画 

（都市計画区域の整備・開発及

び保全の方針等） 

〔松田町〕 

 第５次総合計画（2011～2018） 

 第６次総合計画（2019～2026）※策定中 

 松田町都市計画マスタープラン 

（全体構想・地域別構想） 
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Ⅰ 新松田駅周辺地域基本構想 

１．新松田駅周辺地域の位置づけ 

 

 （１）上位計画における位置づけ 

  ・上位計画における新松田駅周辺地域の位置づけは次のとおりです。 

＜上位計画における新松田駅周辺地域の位置づけ＞ 

◆地区の役割・機能・将来像等 

➢町や広域（足柄上地区）の玄関口となる交通結節点、こうした立地特性を活かした地

域住民や町民、さらには来街者の活動を支える中心拠点 

 ・都市機能・・・・・広域生活拠点、地域拠点、生活活動拠点、中心市街地、中心拠点 

 ・交通機能・・・・・交通結節点、玄関口 

 ・その他機能・・・・医療の広域拠点、地区情報発信拠点 

 ・サービス圏域・・・松田町、広域（足柄上郡等） 

◆土地利用に係る事項 

➢商業地 

 ・購買需要の多様化に対応できる商業・業務機能の集積 

➢住宅地 

 ・駅や商業地に近接する利便性を活かした都市型住宅地の形成 

➢土地の利活用 

 ・建物の更新や共同化等にあわせた土地の高度利用 

 ・定住促進を目的とした、低未利用地（空家・空店舗・空地等）の適正な管理・活用 

◆基盤施設整備に係る事項 

➢駅前広場 

 ・新松田駅北口駅前広場及び南口駅前広場の整備 

➢アクセス道路等 

 ・アクセス道路となる新松田駅前通り線及び新松田駅南口線の整備 

 ・周辺の市街化の動向を勘案した駅周辺道路の計画の具体化 

➢その他 

 ・街区公園や緑道、オープンスペース等の確保 

◆都市環境・景観その他に係る事項 

➢都市環境 

 ・来訪者・観光客が回遊・滞在しやすい街なか環境の整備や楽しく歩けるまちづくり 

 ・町や地域などの様々な情報を受発信できる場（地区情報発信拠点）としての整備 

 ・鉄道駅周辺のおける交通の“シームレス化（＊）”（複数の交通手段の接続性の改良

等） 

 ・医療・交通の広域拠点にふさわしい、人にやさしい都市環境づくり 

➢都市景観 

 ・玄関口にふさわしい文化・風格・賑わい・うるおいが感じられる個性豊かな景観形成 

➢都市防災 

 ・建築物の不燃化や耐震性の強化 
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〇新松田駅周辺地域の空間形成の方向（松田町第６次総合計画（策定中）より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇新松田駅周辺地域の将来構想（松田町都市計画マスタープラン（平成２９年３月）より） 
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（２）関連計画 

   ① 新松田駅南口駅前広場整備事業（町道５号線 道路整備事業） 

・平成13年度より新松田駅南口駅前広場の整備に向け、関係機関や事業者との協議・合意

形成、関係住民との協議等を経て、現在、南口駅前広場として一部が整備され、供用され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 県道711号（小田原松田）歩道整備事業 

・県道711号の道路拡幅・歩道設置事業として整備が進められ、新松田駅前のJRガード北

側から県道72号までの区間の整備が完了しています。 

 

  

A 

A 

A 

A 
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２．新松田駅周辺地域の実態と課題 

（１）新松田駅周辺地域の現状・問題点と課題 

・新松田駅周辺地域における交通環境及び市街地環境の現状・問題点と問題点解消のための

課題を整理すると次のとおりです。 

 

＜交通環境に係る課題＞ 

現状・問題点 問題点の所在 課題 

（新松田駅北口・南口） 

・駅前広場が各種交通の結節

点としての機能（円滑な乗

り継ぎや集散のための機

能）を果たしていない。 

・各種 の駅目的交 通（バ

ス、タクシー、一般車、

歩行者等）の円滑な処理

に対応した規模を有して

いない。 

・各種交通を円滑に処理す

る乗降場等の配置や動線

の確保が十分になされて

いない。 

●交通結節点としての十分

な 機 能 （ 規 模 ・ 施 設 配

置・動線）が確保された

駅前広場の整備 

（新松田駅北口・南口）） 

・通勤・通学時における駅

周辺の円滑な交通流を阻

害する交通渋滞等の発生

により、駅へのアクセス

が不便である。 

・県道711号の御殿場線高

架下の狭あい部分、小田急

線の踏切、未整備な町道３

号線と県道との交差等のネ

ック地点が連続して存在

し、駅前で交通渋滞が発生

している。 

・鉄道による南北市街地の

分断や道路網の未整備に

より、駅前に通過交通が

流入し、各種交通が錯綜

している。 

●交通の円滑化を図る周辺

道路網の拡充整備 

（新松田駅北口・南口） 

・駅周辺の移動（鉄道・バス

相互の乗り換え利用、南北

市街地の往来）がスムース

でなく、不便である。 

・駅周辺における各種交通

の錯綜や動線の未整備に

より歩行者交通の移動に

対する利便性が阻害され

ている。 

●歩行者の円滑な移動環境

を有した通行空間の整備 

（新松田駅北口・南口） 

・歩行 者と自動車が 錯綜

し、危険で安心して歩け

ない。 

・駅周辺の道路網や駅前広

場における歩行空間が未

整備である。 

●歩行者の安全な移動環境

を有した通行空間の整備 

●歩行者の安全性の確保に

資する周辺道路網の拡充

整備 
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＜市街地環境に係る課題＞ 

現状・問題点 問題点の所在 課題 

（新松田駅周辺、松田駅北口周辺） 

・近隣住民の暮らしを支える生活拠点

としての役割を十分に果たしていな

い。 

・近隣住民に対する生活支

援サービス機能（商業機

能、公共公益機能等）や

駅利用者の利便を高める

サー ビス機能 （交流機

能、観光機能、情報発信

機能 等）が不 足してい

る。 

●近隣住民や駅利

用者の利便性を

高める各種サー

ビ ス 機 能 の 育

成・強化 

（新松田駅北口・南口） 

・駅利用者にとっては、単なる各種

交通機関の乗り換えの場として役

割を果たしているのみである。 

（新松田駅周辺、松田駅北口周辺） 

・駅前商店街に活気や賑わいが感じ

られないなど、消費活動が活発で

ない。 

・空地や空家・空テナント

が散見されるなど、商業

地域としてのポテンシャ

ルが未活用である。 

・駅前に住居系用途地域が

指定されているなど、土

地の高度・有効利用を阻

害する要因も見受けられ

る。 

●地域経済の活性

化に配慮した土

地の高度・有効

利用の推進 

（新松田駅周辺） 

・オフィス業務等の都市型の就業の

場が不足しているなど、企業活動

が活発でない。 

（新松田駅周辺、松田駅北口周辺） 

・近隣住民や駅利用者にとって快適性

が感じられるゆとりやうるおいのあ

る空間・環境が不足している。 

・既成市街地での建物の密

集化がみられる。 

・道路や公園・広場等の公

的なオープンスペースが

十分確保されていない。 

・植栽地や街路樹などの緑

化空間が未整備である。 

●来訪者に優しい

快適環境の創出 

（新松田駅周辺、松田駅北口周辺） 

・高齢者等の交通弱者の快適な移動が

阻害されている。 

・駅舎や駅前広場・道路等

の公的な空間において、

バリアフリー化（＊）等

の未対応箇 所が存在す

る。 

（新松田駅周辺、松田駅北口周辺） 

・松田町や足柄上地域の玄関口とし

て空間・環境を特徴づける良好な

街並み景観を有しておらず、ま

た、個性に乏しく、魅力がない。 

・建築物や道路等の公的な

空間において、老朽化が

進み、また、その更新も

遅れている。 

・都市・地域の個性を活か

した特色あるまちづくり

が進められていない。 

●個性的で魅力あ

る“らしさ”の

創出 
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２）新松田駅周辺の状況と課題 

・小田急小田原線新松田駅の乗降客数は約24,000人/日、JR御殿場線松田駅の乗降客数は約

3,300人/日です。 

・基本構想の策定にあたり、新松田駅周辺の交通実態を把握するために実施した交通量調

査（車両・歩行者・自転車）、駅利用者アンケート調査から、新松田駅周辺の状況と問題

点、課題は次のように整理されます。 

 

＜新松田駅周辺の状況＞ 

〔駅前広場やその周辺の歩道について〕 

 

 駅を利用する６割以上が

利用しにくいと感じてお

り、まとまった広場空間

が少ないことが考えられ

る。 

 

 

 

 

 

〔駅前広場やその周辺の環境について〕 

 

 歩道空間が少なく、広

場空間も十分な面積が

確 保 さ れ て い な い た

め、ピーク時には送迎

車両と歩行者との錯綜

により安全性が確保さ

れていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用しやすい

8.9%

どちらともいえない

24.8%

利用しにくい

61.4%

利用していない

4.9%

48.9%

11.7%

24.8%

57.0%

58.1%

35.4%

6.6%

7.6%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

歩道が整備されていない

歩道などに段差や破損が多く通行しづらい

信号がなく、道路横断などが危険

人と車が混在していてわかりにくい

朝夕は送迎車両で混雑する

待ち合わせの広場がない

わからない

問題はない

その他
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＜新松田駅周辺の問題点＞ 

〔駅前の安全性〕 

 車両と歩行者・自転車が錯綜し危険である 

 ２つの駅間の移動が道路横断となり危険である 

〔駅前の利便性〕 

 駅前広場が各種交通の結節点としての機能を果たしていない 

 駅前における円滑な車両通行が確保されていない 

 駅周辺の移動（２つの駅間の移動、鉄道・バスの乗り換えなど）が不便である 

 待ち合わせやバス待ち等の滞留場所がない 

〔生活拠点・都市拠点〕 

 駅前が乗り換え等交通機能に特化し拠点として機能していない 

 ゆとりや潤いのある空間・景観が不足し快適性がない 

 高齢者等の交通弱者の快適な移動が阻害されている 

 地域の玄関口としての魅力が不足している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新松田駅周辺の課題＞ 

・横断歩道による駅間移動や車両と歩行者・自転車が錯綜するなど、駅利用者の安全性

の向上が課題となっています。 

・県西地域北部の地域拠点、交通結節拠点であり、かつ町の中心であるため、駅周辺の

交通結節機能の向上が課題となっています。 

・町の玄関口として、鉄道駅を中心とした端末交通手段（バス、タクシー、自家用車）

の安全で利便性の高い交通接続機能向上に加え、玄関口として来街者にも利用しやす

い環境を確保するため、案内情報機能や待合環境等のソフト的機能向上が課題です。 

・交通ターミナルとして鉄道間の乗り継ぎやバスへの乗り継ぎ利用者が多く、昼間の交

流人口も少ないことから、地域の活性化に向けて、潜在的需要をまちなかに誘導する

ことが課題となっています。 

新松田駅北口駅前広場の状況 新松田駅北口からロマンス通り方向 

新松田駅南口 駅前広場 JR 松田駅 北口広場 県道 711 号 JR ガード部 
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 （２） 新松田駅周辺地域のまちづくりの基本的課題 

・新松田駅周辺地域の現状と課題及び新松田駅周辺の課題を踏まえ、新松田駅周辺地域にお

けるまちづくりの基本的課題は、以下の５つの課題に集約されます。 

 

   〔新松田駅周辺地域の現状課題〕          【まちづくりの基本的課題】 

交
通
環
境
に
係
る
課
題 

 

１ 

●交通結節点としての十分な機能（規

模・施設配置・動線）が確保された

駅前広場の整備 

２ ●交通の円滑化を図る周辺道路網の 

拡充整備 

３ ●歩行者の円滑な移動環境を有した 

通行空間の整備 

４ ●歩行者の安全性の確保に資する 

周辺道路網の拡充整備 

市
街
地
環
境
に
係
る
課
題 

５ ●近隣住民や駅利用者の利便性を高め

る各種サービス機能の育成・強化 

６ ●地域経済の活性化に配慮した土地の

高度・有効利用の推進 

７ ●来訪者に優しい快適環境の創出 

 

８ ●個性的で魅力ある“らしさ”の 

創出 

 

    〔新松田駅周辺の現状課題〕 

Ａ ●交通結節機能の整備 

Ｂ ●鉄道駅を中心とした安全で利便性の

高い交通接続機能の向上 

Ｃ ●案内情報機能や待合環境等のソフト

的機能の向上 

Ｄ ●潜在的需要のまちなか誘導による地

域の活性化 

 

 

  

駅前広場内の施設（交通機能、環

境機能、防災機能）の適正規模の

再配置  〔現状課題：１・Ａ・Ｂ〕 

松田町の玄関口としての情報発信

機能の充実 

〔現状課題：５・Ｃ〕 

商店街や歴史的資源、魅力的な街

並みを活かし楽しく歩けるまちづく

り     〔課題：３・７・８・Ｄ〕 

便利で魅力的な中心市街地として

の商業・業務機能の集積 

      〔現状課題：６・Ｄ〕 

アクセス道路における円滑かつ安

全な交通処理 

      〔現状課題：２・４〕 
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 ３．新松田駅周辺地域基本構想 

  （１） まちづくりの将来像 

   ・新松田駅周辺地域におけるまちづくりが目指す将来像は、当該地域の位置づけである“足

柄上地区の玄関口”という立地ポテンシャルを活かしたまちづくりにより、“賑わい”と

“活力”を創出していくことを表明するものとして、以下のように設定します。 

＜新松田駅周辺地域の将来像＞ 

～足柄上地区の玄関口  賑わい・活力を生み出すまちづくり～ 

 （２） まちづくり基本方針 

・新松田駅周辺地域におけるまちづくり将来像『～足柄上地区の玄関口  賑わい・活力を

生み出すまちづくり～』と先に掲げたまちづくりで解消すべき５つの基本的課題を踏まえ、

まちづくりの基本方針を次のとおり設定します。 

＜まちづくりの基本方針＞ 

➢まちづくり将来像  

～足柄上地区の玄関口 賑わい・活力を生み出すまちづくり～  

➢まちづくり 

 の基本的課題 
➢まちづくりの基本方針 

 アクセス道路における

円滑かつ安全な交通処

理 

安全・安心なまちの形成 
 

 ：住民・来訪者が安全・安心に行き来し、暮らせるまちの形成 

駅前広場内の施設（交

通機能、環境機能、防

災機能）の適正規模の

再配置 

交流・活力を促進する交通拠点の形成 
 

 ：足柄上地区の玄関口にふさわしい交通拠点の形成 

便利で魅力的な中心市

街地としての商業・業

務機能の集積 

魅力・賑わいの創出 
 

 ：交流・活力の拠点として機能する駅周辺での魅力・賑わいの創出 

商店街や歴史的資源、

魅力的な街並みを活か

し楽しく歩けるまちづ

くり 

環境・景観・地域資源を活かしたまちづくり 
 

 ：豊かな自然環境・景観・地域資源を活かした基盤形成 

松田町の玄関口として

の情報発信機能の充実 
ＩＴ（＊）の高度化に対応した施策の展開 
 

 ：情報技術の高度化に対応した利便性の高いまちづくり 

 

（３）新松田駅周辺地域基本構想 

・新松田駅周辺地域におけるまちづくりの基本方針ごとに、将来像の実現に向けた地域の基

本構想を整理します。 
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■ 新松田駅周辺地域基本構想 

まちづくりの基本方針  新松田駅周辺地域基本構想 

安全・安心なまちの形成 

 ：住民・来訪者が安全・安心

に行き来し、暮らせるまち

の形成 

⇒ 

・新松田駅北口～松田駅南口を中心商業地

区、商店街を形成する県道711号沿道やロ

マンス通り沿道等を沿道商業地区、商店街

を含む住宅地区を複合住宅地区、その他を

住宅地区とし、適正な土地利用誘導を図り

ます。 

・県道72号及び県道711号、県道712号を

地域の骨格道路とし、幹線町道（町道１・

２・３・５・６・12・15号線）により道路網

を形成し、地域内の円滑な交通を確保します。 

交流・活力を促進する交通

拠点の形成 

 ：足柄上地区の玄関口にふさ

わしい交通拠点の形成 
 

・新松田駅北口～松田駅南口は町内・観光エ

リアへの玄関口として、新松田駅南口は町

内・大井町方面への玄関口として機能する

『交通拠点』、松田駅北口は地域の玄関口と

しての整備を進めます。 

魅力・賑わいの創出 

 ：交流・活力の拠点として機能

する駅周辺での魅力・賑わい

の創出 
⇒ 

・新松田駅北口～松田駅南口周辺地区は、多

くの町民や町外からの来訪者が集まる公共

交通の結節点としての立地特性を活かした

商業等の中枢的な都市機能が集積立地する

にぎわい活動の中心となる拠点として、土

地利用の更新を図ります。 

環境・景観・地域資源を活

かしたまちづくり 

 ：豊かな自然環境・景観・地

域資源を活かした基盤形成 

⇒ 

・川音川等の自然や町役場をはじめとする各

種行政サービス施設、商店街、神社や醸造

所等の地域施設を活かし、地域を回遊でき

るまちづくりを進めます。 

ＩＴの高度化に対応した施

策の展開 

 ：情報技術の高度化に対応し

た利便性の高いまちづくり 

⇒ 

・街なか発信情報の整備とともに、ＩｏＴ

（＊）を活用した街なかにおける受発信シ

ステムを導入し、利便性の高いまちづくり

を進めます。 
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（４）新松田駅周辺地域基本構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町役場 

国道 東名高速道路方面 

県立足柄上病院 

山北町方面 

寒田神社 

   玄関口 

   都市間連携軸 

   賑わい・活力の創出軸 

   地区内連携補助軸 

   地区周辺の主な地域資

松田小 

開成町方面 

酒匂川親水広場

松田中 

旧松田土木事務所跡地 

大井町方面 
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（５） 実現施策 

・５つのまちづくり基本方針を実現する施策を次の通り整理します。 

① 「Ⅰ 交流・活力を促進する交通拠点の形成」 

実現に向けた施策 施策の具体的な内容 

1) 

駅前広場、駅舎の整備 

1)＋2) 

・北口・南口の役割と駅前広場の整備内容（車両空間、歩

行者空間、付帯施設、修景施設、駐車場など）、駅南北自

由通路の設置 

・円滑な車両通行を可能とする駅前広場へのアクセス 

2) 

駅前広場へのアクセス道路 

3) 

交通のシームレス化 

3) 

・公共交通ネットワーク、シームレス化 

など 

 

②「Ⅱ 魅力・賑わいの創出」 

実現に向けた施策 施策の具体的な内容 

1) 

駅周辺への機能導入・土地

利用 

1)＋2) 

・商業施設や情報施設などの町民・来街者へのサービス機

能の導入 

2) 

駅前広場整備に合わせた施

設整備 

3) 

空家・低未利用地の管理 

3) 

・空き店舗・低未利用地の管理・活用 
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③「Ⅲ安全・安心なまちの形成」 

実現に向けた施策 施策の具体的な内容 

1) 

歩行者の安全性の確保 

1) 

・まちなかの通りでの歩行者空間確保 

2) 

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン

（＊）に配慮した空間形

成・発信情報の整備 

2) 

・歩道や店舗等のバリアフリー化、まちなかサイン等ユニ

バーサルデザイン 

など 

 

④「Ⅳ 環境・景観・地域資源を活かしたまちづくり」 

実現に向けた施策 施策の具体的な内容 

1) 

地域資源を活かしたまちづ

くり 

1) 

・歴史資源（神社・酒蔵）、地域で誇れるスポット（公園な

ど）、有名なお店 

など 

2) 

自然環境・景観に配慮した

まちづくり 

2) 

・富士山や酒匂川等河岸景観 

・クリーンエネルギー（＊）の活用 

など 

3) 

回遊路の形成 

3) 

・回遊ネットワーク、回遊路整備 

など 

 

⑤「Ⅴ ＩＴの高度化に対応した施策の展開」 

実現に向けた施策 施策の具体的な内容 

1) 

発信情報の整備 

1) 

・情報コンテンツ（観光情報、交通情報、宿泊、グルメ等

サービス、イベントなど） 

2) 

観光等情報の受発信システ

ム 

2) 

・IoT を活用した受発信システム など 

 

 

・新松田駅周辺地域は、町や足柄上地区の玄関口となる交通結節拠点であるとともに、地域

住民や町民、来街者の活動を支える中心拠点である。 

・人口減少、高齢化社会の到来に向けて本地域がこれらの役割を担い機能していくためには、

地域課題に対応する上記５つの施策を行うことが必要不可欠である。 

・また、これらの施策は、将来にわたって足柄上地域を維持・存続していくための基盤とな

るものでありかつ公共性が高いものであり、町により施策展開を図るべきものである。 
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 Ⅱ 新松田駅周辺整備基本計画 

 ・新松田駅周辺地域基本構想の５つのまちづくり基本方針のまちづくり展開を整理するとともに、

「Ⅰ 交流・活力を促進する交通拠点の形成」、「Ⅱ 魅力・賑わいの創出」での主要施策となる

道路、駅前広場及び集約施設について整備基本計画を策定します。 

 

１．道路、駅前広場及び共同化施設の整備計画 

（１）道路網計画 

① 都市計画道路 

・駅を中心とした基盤整備に併せて、周辺の幹線道路の道路交通の円滑化を図るため道路

の都市計画決定により（駅前広場等の）整備を担保します。 

 

・県道７１１号（12ｍ：新松田駅北口広場入口～県道 78 号交差部） 

 

② 駅前広場 

・新松田駅北口の整備とともに、現在整備中である駅南口の広場整備を進め、一体的な交

通結節点整備を検討します。 

 

・新松田駅北口駅前広場 

・新松田駅南口駅前広場 

 

■駅周辺都市計画決定路線（案） 
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③ 主要道路 

・駅を中心とした基盤整備に併せて、周辺のアクセス道路の道路交通の円滑化を図るた

め、道路の拡幅整備を検討します。 

 

・町道３号線（ロマンス通り）：11m 

・町道５号線：12m 

・町道６号線：12m 

 

④ その他関連道路 

・新松田駅北口の整備に併せて、JR 松田駅から小田急新松田駅周辺の南北方向の一体

的な歩行者動線を確保します。 

 

・JR 松田駅南北連絡道路（４m） 

・新松田駅南北自由通路 
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新松田駅周辺の道路計画（案） 



                                        新松田駅周辺整備基本構想・基本計画    

-１９- 

（２）新松田駅前広場整備計画 

① 駅前広場の面積の算定 

１）新松田駅北口利用者数の設定 

・現況の駅乗降客数から、平成 28 年度に実施した交通実態調査に基づき算定した南北分

担率を乗じて、新松田駅北口の乗降客数は１９，４００人／日と算定されます。 

 

■ 実態調査による南北口分担比率と新松田駅北口乗降客数 

  実査データ (人) 構成比 
乗降客数(H28) 

(人) 

新松田駅 

北口 ４，２２２ ７９．０３% １９，４００ 

南口 １，１２０ ２０．９７% ５，１４６ 

計 ５，３４２ １００．００% ２４，５４６ 

※北口は JR松田駅南口の利用者を含む 

・駅前広場計画指針による 98 年式（積み上げ方式）により、環境空間を 50％考慮して算

出し、駅前広場面積は約４，０００㎡となります。 

② 必要施設規模 

・必要施設規模は、現況及び駅前広場計画指針による 98 年式（積み上げ方式）算定値を

踏まえ、以下のように設定します。 

種 類 現況 必要施設規模 備 考 

【バス】 ５バース（＊） 

富士急（２バース） 

箱根登山（３バース） 

○降車専用 

（１バース） 

○乗車 

（４バース） 

・算定値は３バースであるが、現状バ

ース数を基本とし、小田原駅方面系

統の乗り場を駅南口駅前広場に移設

予定となるため、４バースに設定す

る。 

・降車専用バースは現状維持。 

【タクシー】 乗降場（２バース） 

プール（７バース） 

○乗車 

（１バース） 

○降車 

（１バース） 

○プール 

（７バース） 

・現状プール数を維持 

【一般車】  

なし ○５バース 

（道路上乗降

場＋路外駐車

場の活用） 

・算定値は 5 バース程度。 

・短時間駐車は、新規駐車場で対応。 

・送り車は道路停車帯、迎え車は駐車

場に誘導する。 
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③ 施設配置 

・駅前広場内施設の配置は、次に示す考え方に配慮し計画する。 

・なお、広場用地は、現況駅前広場用地を活かしながら確保するものとします。 

■施設配置の基本的な考え方 

1) 車道 

・駅前広場内の車道は右回り一方通行を原則とし、広場内を走行する車両の交差、分合

流はできるだけ少なくなるように計画する。 

・広場と接続する町道３号線（ロマンス通り）への広場内車道からの出入口は、広場形

状が鉄道沿いに細長くなるため、流入流出を分離した 2 箇所とする。 

・町道 3 号線と県道 711 号線との接続は、踏切が近接しており右折車両の滞留も考え

られることから、付加車線を設け、流出 2 車線（左折・右折）、流入 1 車線とする。 

・広場内には、通過交通が進入しないように計画する。 

2)バス乗降場 

・鉄道との乗り換えの利便性を確保するため、駅舎前面もしくはその付近に配置する。 

・一部のバス乗降場は車道を横断することとなるため、その間の連絡が安全かつ容易に

なるように、横断歩道や視認性を確保するなどに配慮する。 

3) タクシー乗降場 

・タクシーの利用者は、可能な限り駅改札口との距離が近い位置に配置する。 

・タクシープールは、バス、一般自動車交通と錯綜しないように配置する。待機のタク

シーが乗降場のタクシーの動きを容易に把握することができ、直ちに乗降場に行ける

ような位置に計画する。 

・タクシー乗降場の歩道部分は、タクシー待ちの乗客が滞留する空間に対し、通行する

歩行者に支障とならないように歩道幅に余裕を確保する。 

4) 一般車キス・アンド・ライド（＊）用乗降場 
・キス・アンド・ライド用施設は、ロータリー内に設置すると混雑や事故の原因となる

ため、ロータリー内は公共交通専用とし、送り車両は道路上の専用乗降場、一定の停

車時間を有する迎え車両は短時間無料の新規立体駐車場への誘導を図る。 

5) 歩道 
・JR 松田駅側は三角地となっており効果的な空間利用がしにくいことから、環境空間

として多目的に利用できるオープンスペースとして位置付ける。 

・横断歩道を設置する場合は、直線部の見通しの良い位置とし、交差角度を直角に近づ

けることにより、車道の横断距離が短くなるようにする。 

・横断歩道には溜まり空間を確保する。 

・人の動きは自由度が高く、ランダムな状態となりやすいことから、人の動線について

はできる限り整流化し、円滑な流れになるように歩道を配置する。 

・このため、ロータリー内や町道 3 号線の乱横断を抑制するため、横断防止策を設置

するなどの安全対策を検討する。 

6) 小田急新松田駅－JR 松田駅連絡通路 
・現在は南北の人の流れが二つの鉄道により分断されていることから、新松田駅の南北

自由通路、JR 松田駅連絡通路の整備により、駅周辺の回遊性を高める。 

7) その他 

・広場ロータリー内へは、一般車を流入させないことを基本とし、広場外の道路沿道に

一般車乗降スペースを確保する。 
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④ 動線の考え方 

・駅間の乗換え客のための動線は、連絡通路とともに、平面においても確保します。 

・また、駅前街区における集約施設との動線の整合性を図ります。 

 

■ 駅前広場周辺の動線計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

歩行者動線 

自動車動線 

北口駅前広場 

南口駅前広場 

JR 御殿場線 

小田急小田原線 
新松田駅 

松田駅 



                                        新松田駅周辺整備基本構想・基本計画    

 

-22- 

⑤ 駅前広場の整備計画（案） 

⑥  

 

  

北口駅前広場平面計画図（案） 

集約施設 
及び 

立体駐車場 

 
 
 
 

集約施設 
及び 
立体駐車場 
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⑦ 概算事業費 

 

項 目 数量 単価 事業費 

用地費 1,568 ㎡ 150 千円／㎡ 235,200 千円 

補償費 1,568 ㎡ 300 千円／㎡ 470,400 千円 

施設整備費 － － 497,300 千円 

① 広場整備 4,530 ㎡ 50 千円／㎡ 226,500 千円 

② 連絡通路 364 ㎡ 200 千円／㎡ 72,800 千円 

③ エレベーター ２基 40,000 千円／基 80,000 千円 

④ エスカレーター ２基 50,000 千円／基 100,000 千円 

⑤ シェルター(＊) 6 基 3,000 千円／基 18,000 千円 

合 計   1,202,900 千円 
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 （３）新松田駅北口駅前街区整備計画 

・現在、新松田駅北口の駅前広場沿道には、店舗や住宅が立地しており、駅前広場整備に関

連する建物については、権利者の意向を踏まえながら移転に伴う生活再建を可能とする必

要があります。 

・一方、新松田駅周辺地区のまちづくりの方針から、新松田駅周辺地区は「交通拠点」、「都

市機能拠点」、「人に優しいまち」、「まちの顔」としての役割を担い機能することが求めら

れます。 

・そのため、駅前広場に面する街区において、土地の高度利用を図った集約施設の整備を行

うことを基本に、今後関係権利者の方々と協議を行い、整備の実現を目指します。 

 

① 整備検討区域 

・駅前街区における集約施設の整備区域は、新松田駅北口駅前広場における連絡通路と

の連携、高度利用を可能とする一団の形状を考慮して、以下の範囲とします。 

 

＜集約施設整備検討区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    整備検討区域 
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② 導入機能 

・新松田駅の駅前広場に面する街区においては、交流・活力の拠点として機能する魅

力・賑わいの創出が求められます。 

・そのため、街なかの活力を創出する都市居住の場としての「居住機能｣を基本としなが

ら、街なかの活動を支える「商業サービス機能」及び、「生活支援サービス機能」、「公

共公益サービス機能」などの多様な都市的サービス機能の導入を目指し、実現化を進

めます。 

 

 

＜集約施設における基本的な導入機能＞ 

①  居住機能 

・生活の場・暮らしを営む場となる機能（「都市居住の場」） 

例：分譲マンション等 

② 商業サービス機能 

・街なか居住及び来街者の活動を支える機能（「消費サービスの場」） 

例：小売店舗、飲食店等 

③ 公共公益サービス機能 

・街なか居住及び来街者の活動を支える主として公共系（非営利目的）の機能

（「都市的サービスの場」） 

例：役場の窓口支所、図書館等 

④ 生活支援サービス機能 

・街なか居住及び来街者の活動を支える主として民間系（営利目的）の機能（「都

市的サービスの場」） 

例：金融機関、託児所、学習塾等 

  



                                        新松田駅周辺整備基本構想・基本計画    

 

-26- 

 

③ 施設配置 

・集約施設の配置は、駅との近接性による利便性確保の観点から、町道３号線（ロマン

ス通り）南側の街区を基本とします。 

・町道３号線（ロマンス通り）北側の街区には、集約施設の事業性を高めるため、共同

化施設の整備による町の付置義務条例に基づく駐車場と駅前への車利用者に対応する

駐車場の集約設置を検討します。 

・また、需要に応じて、北側街区における施設配置も検討します。 

＜新松田駅周辺整備土地利用構想＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 資金計画 

・用途地域指定を踏まえ、南側街区において最大限の集約施設を整備した場合の概算工事

費は、以下の金額が想定される。 

 金  額（千円） 備  考 

補助金（※） 1,674,000 県1/3、町1/3（国費含む） 

保留床処分金 10,336,000  

合  計 12,010,000  

※補助金は、供用部分の整備費を計上。 

北側街区 

 

 

南側街区 

駅前広場 

駐車場（集約施設用及び駅周辺施設利用者用）・集約施設 

集約施設 

    整備検討区域 



                                        新松田駅周辺整備基本構想・基本計画    

 

-27- 

 

２．新松田駅周辺整備まちづくり基本計画 

（１）新松田駅周辺整備の主要事業 

・新松田駅周辺地域における５つのまちづくりの基本方針を踏まえ、駅周辺が交通・活動拠点

として機能していくためには、「Ⅰ 交流・活力を促進する交通拠点の形成」、「Ⅱ 魅

力・賑わいの創出」での主要事業となる道路網の整備、駅前広場の整備及び駅前広場街区に

おける集約施設整備を進めるとともに、これらに合わせて「Ⅲ 安全・安心なまちの形成」、

「Ⅳ 環境・景観・地域資源を活かしたまちづくり」、「Ⅴ ＩＴの高度化に対応した施策

の展開」での施策展開を図っていく必要があります。 

・５つのまちづくり基本方針ごとに、新松田駅周辺で展開する主要事業を次の通り整理します。 

① 「Ⅰ 交流・活力を促進する交通拠点の形成」 

駅周辺地区における施策 主要事業 

1) 

駅前広場、駅舎の整備 

○駅前広場の整備（北口駅前広場、南口駅前広場） 

○駅舎の改良・整備（新松田駅、松田駅） 

○南北自由通路の設置 

○駅前広場のアクセス道路の整備 

2) 

駅前広場へのアクセス道路 

3) 

交通のシームレス化 

○接続ダイヤの設定、共通乗車券の発行 

 

② 「Ⅱ 魅力・賑わいの創出」 

駅周辺地区における施策 主要事業 

1) 

駅周辺への機能導入・土地

利用 

○核施設の整備（新松田駅北口・南口） 

2) 

駅前広場整備に合わせた施

設整備 

3) 

空家・低未利用地の管理 

○空き店舗・低未利用地の活用（バス待合所、小広場等） 
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③ 「Ⅲ安全・安心なまちの形成」 

駅周辺地区における施策 主要事業 

1) 

歩行者の安全性の確保 

○歩車道区分による通りの整備 

2) 

ユニバーサルデザインに配

慮した空間形成・発信情報

の整備 

○歩道や店舗等のバリアフリー化 

○まちなか案内サインの設置等ユニバーサルデザイン 

 

④ 「Ⅳ 環境・景観・地域資源を活かしたまちづくり」 

駅周辺地区における施策 主要事業 

1) 

地域資源を活かしたまちづ

くり 

○飲食等の店舗、歴史資源（神社・酒蔵）、富士山や酒匂

川等河岸景観を活かしたまちなか回遊ネットワークの形

成 

○回遊路の整備 

〇シェアサイクル（＊）の導入 

○街路灯、誘導灯へのクリーンエネルギーの活用 

2) 

自然環境・景観に配慮した

まちづくり 

3) 

回遊路の形成 

 

⑤ 「Ⅴ ＩＴの高度化に対応した施策の展開」 

駅周辺地区における施策 主要事業 

1) 

発信情報の整備 

○周辺観光資源、地域資源情報の整備 

 

2) 

観光等情報の受発信システ

ム 

○IoTを活用した受発信システムの整備 

○Wi-Fi（＊）の整備 
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（２）新松田駅周辺整備のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

大井町・小田原方面の玄関口となる新松田駅南口駅前広場 

安心して散策することができるロマンス通り 

まちの情報を発信する

デジタルサイネージ 
駅利用者の安全・安心を確保した

新松田駅北口駅前広場 

※イメージであるため、詳細は今後の検討により変更となります。 
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３．新松田駅周辺整備基本計画の実現に向けて 

  

（１） 実現化シナリオと重点事業 

① 実現化シナリオ 

・新松田駅周辺整備基本計画を実現するためには、県道及び南北駅前広場の整備をはじめ、道

路網計画に位置づけた道路の整備、主要施設の整備、新松田駅の橋上駅舎化及び自由通路の

整備等多くの施設整備が必要となります。 

・しかし、これらを一度に行っていくことは、財政的にも困難であり、整備効果の高い施設整

備を重点事業として先行的に行い、その波及効果により段階的に整備を進めていくこととし

ます。 

 

② 重点事業の設定 

・駅周辺地区内では、新松田駅南口駅前広場の一部整備が完了しているほか、県道 711 号線の

整備も進められています。 

・一方、駅周辺地区における喫緊の課題は、新松田駅北口における円滑な車両通行及び歩行者

の安全性確保、街なかの活性化です。 

・そのため、新松田駅周辺整備基本計画の実現に向けて、以下の整備事業を重点事業として設

定します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【新松田駅周辺整備基本計画の実現に向けて必要となる重点事業】 

・道 路 整 備：県道 711 号（新松田駅北口広場入口～県道 78 号交差部）、市街地内ネ

ットワーク道路、歩行者回遊路（南北市街地連携道路）  

・駅 前 広 場：新松田駅北口駅前広場、新松田駅南口駅前広場  

・自 由 通 路：小田急小田原線南北自由通路 

・駅 舎 改 良：新松田駅の橋上駅舎化  

・集約施設：複合建築物整備（居住機能、商業機能等）  
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 （２）重点事業の実現化方策 

① 重点事業の整備手法 

１）道路（県道 711 号）及び新松田駅北口駅前広場 

 ・県道 711 号及び新松田駅北口駅前広場の整備手法は、整備の担保性、計画的なまちづくり、

居住者及び店舗への柔軟な対応の観点から都市計画決定を行います。 

 

２）新松田駅南口駅前広場 

 ・新松田駅南口駅前広場の整備は、道路事業により一部の整備が完了しており、引き続き道

路事業による整備を進めます。 

 

３）自由通路及び駅舎改良 

・自由通路及び駅舎改良の整備については、今後、事業化に向けて、鉄道事業者との協議を

進めます。 

 

４）集約施設 

・集約施設の整備手法は、補助金の導入により開発事業者のリスク低減が図られるとともに、

権利変換手法であることから関係権利者の権利床取得に係る税金がないなどのメリットが

あるため、市街地再開発事業（組合施行）による整備を基本に事業化の検討を進めます。 

 

５）市街地内ネットワーク道路、歩行者回遊路（南北市街地連携道路） 

・市街地内ネットワーク道路及び歩行者回遊路は、今後、事業化に向けて、鉄道事業者との

協議を進めるとともに、道路事業による整備を進めます。 

 

② 重点事業の整備スケジュール 

・重点事業による整備を担保するためには、県道711号線及び新松田駅北口駅前広場を都市

計画決定することが必要です。 

・また、新松田駅北口駅前広場の整備を進めるためには、新松田駅南口駅前広場の整備を進

め、大井町や小田原方面へのバスの発着を可能とする必要があります。 

・以上を踏まえ、重点事業の整備スケジュールを次頁に整理します。 
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＜重点事業の整備スケジュール＞ 

 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

全 

体 

 

 

        

北 

口 

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

 

 

        

 

 

 

        

南 

口 

 

 

        

 

●小田急新松田駅 南北自由通路・駅舎改修 

用地測量 

工事着手～完成 

都市計画決定手続 

用地買収 用地交渉 

基本構想・ 
基本計画 
策定 

●JR 松田駅 南北連絡道路・駅舎改修 

●集約施設 

●駅前広場 

設計協議～協定締結～設計検討 

設計協議～協定締結～設計検討 

事業に関する 
勉強会・検討会 

現地測量 実施設計 

事業に関する勉強会 
懇談会設立～協議会設立 
（事業化に向けた協議） 

●駅前広場 

都市施設協
議・ 
都市計画原案 
作成 

公聴会・案作成 

事業中（道路事業） 

整備は駅前広場・集約施設整備完了後 

工事協定～工事着手～完成 

再開発準備組合設立～ 
再開発組合設立 

権利変換認可～ 
施設建設～完成 
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 Ⅲ 資料 

 １．交通量調査、利用者意向調査結果（平成 28年 11 月・12 月実施） 

（１） 調査概要 

① 交通量調査 

調査種類 自動車交通量 歩行者・自転車交通量 

調査内容 

交差点方向別車種別交通量 

（6 車種：バス、普通貨物、タクシ

ー、乗用車、小型貨物車、自動二輪） 

方向別断面交通量 

（歩行者・自転車） 

調査日時 11 月 29 日（火）、12 月 4 日（日）   

調査時間 12 時間（7:00～19:00） 

調査方法 調査員の目視による数取り器を用いたカウント調査 

調査箇所 ７箇所（新松田駅南北口、松田駅南北口） 次頁「実態調査位置図」参照 

② 駅端末交通手段別交通量・利用者調査 

調査種類 駅前広場流入交通量 交通手段別駅利用者数 

調査内容 
駅前広場に流入する車種別交通量 駅前広場に流入する車種別利用者数

（車種別駅乗降別場所別） 

調査日時 11 月 29 日（火）、12 月 4 日（日）  

調査時間 始発（5:00）～終発（1:00） 

調査方法 調査員の目視による数取り器を用いたカウント調査 

調査箇所 ４箇所（新松田駅南北口、松田駅南北口） 次頁「実態調査位置図」参照 

③ 駅利用者アンケート調査 

調査種類 駅乗降客に対する利用環境に対するアンケート調査（WEB） 

調査内容 

〇利用者属性（年令、目的、利用時間帯、居住地、駅までの交通手段、利用頻度

等） 

〇バスやタクシーについて（利用のしやすさ、問題点） 

〇自動車駐車場について（駐車場所、利用のしやすさ、問題点） 

〇自動車送迎について（利用のしやすさ、問題点） 

〇駅前広場やその周辺の環境について 

（利用のしやすさ、問題点、整備する上で重視すべき点、必要施設） 

〇まちづくりに必要な機能・施設について 

調査日時 11 月 29 日（火）、12 月 4 日（日） 

調査時間 12 時間（7:00～19:00） 

調査方法 
①調査員により、アンケート調査依頼が記述されたティッシュ配布 

②WEB アンケート（依頼文にアドレス･QR コード表記、市 HP にリンク） 

調査箇所 

４箇所（新松田駅南北口、松田駅南北口） 次頁「実態調査位置図」参照 
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（２）調査結果 

 ① 交通量調査結果 

 

<自動車> 

・新松田駅周辺は、県道 72 号松田国府津線、

県道 712 号松田停車場線が通過し、さらに

国道 246 号・大井松田ＩＣにも近接してい

るため、自動車交通量は 6,000 台／12 時間

を越えている区間もある。 

・平日、休日とも自動車交通量は多いが、や

や平日の方が多くなっている。 

<歩行者自転車> 

・歩行者自転車は、通勤や通学目的が多く、

足柄上病院や松田中学校等の施設立地の影

響もあり、南側からの流入が多くなってい

る。 

・通勤や通学目的の利用が多い事から、休日

より平日の方が２～３倍多くなっている。  
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（人） 地点別歩行者･自転車交通量

平日 休日

新松田駅北口 

新松田駅南口 

ロマンス通り 県道踏切 

県道高架下 

県道さがみ信用金庫前 

中町通り 

松田駅北口 

酒苑料舎前 
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松田駅北口 

酒苑料舎前 

ロマンス通り 

中町通り 

県道高架下 

県道踏切 新松田駅北口 

新松田駅南口 県道さがみ信用金庫前 



 

-36- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

-37- 

 

② 駅端末交通手段別交通量・利用者調査結果 

・駅を利用する方の駅までの交通手段を見ると、バス利用者は通勤通学目的が多いため、平日よ

り休日の利用者は半減している。なお、休日は平日よりバス本数自体も少なくなっている。 

・新松田駅では平日休日とも北口より南口の自動車利用者が多い。 

・主に町屋･店屋場･大井町方面から自家用車を利用する需要が多いと考えられる。 

・南側からの利用が多いため、南口は踏切横断がなくバスやタクシーの乗入れもないため、自家

用車を利用しやすい環境であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

333 280

191

64

803

1,022

231

114

1,470

1,028

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

JR松田駅北口

JR松田駅南口

小田急新松田駅北口

小田急新松田駅南口

平日駅利用車種別交通量（台/日）

路線バス 送迎バス タクシー 自家用車 貨物車等 計

5.8%

62.2%

11.2%

20.7%

7.4%

1.8%

0.8%

9.1%

0.1%

87.0%

72.7%

21.3%

99.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

JR松田駅北口

JR松田駅南口

小田急新松田駅北口

小田急新松田駅南口

平日駅利用交通手段別構成比（徒歩・自転車を除く）

路線バス 送迎バス タクシー 自家用車

160 239

172

40

790

1,044

223

55

1,278

1,069

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

JR松田駅北口

JR松田駅南口

小田急新松田駅北口

小田急新松田駅南口

休日駅利用車種別交通量（台/日）

路線バス 送迎バス タクシー 自家用車 貨物車等 計

50.4%

0.4%

4.5%

6.3%

2.2%

0.8%

1.5%

11.4%

0.5%

98.8%

94.0%

31.9%

97.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

JR松田駅北口

JR松田駅南口

小田急新松田駅北口

小田急新松田駅南口

休日駅利用交通手段別構成比（徒歩・自転車を除く）

路線バス 送迎バス タクシー 自家用車

徒歩・自転

車, 82.3%

自家用車, 
7.4%

路線バス, 
8.0%

送迎バス, 
1.1%

タクシー, 
1.2%

交通量調査を踏まえた交通手段構成比

数値は、駅を利用する人が、どのよう

な交通手段（バス、タクシー、自家用

車、徒歩）を利用しているかについ

て、調査員がカウントした結果によ

る。 
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③ 駅利用者アンケート調査結果（回答数 528 票） 

・新松田駅及び松田駅の利用者の駅までの交通手段は、駅周辺に市街地が形成されている地形的

な制約から乗換えを含めて約 70％が徒歩・自転車であり、約 20％の自家用車利用は、開成

町・大井町方面等の町外からの利用であることが想定される。 

・町外利用者は約 70％で、新松田駅周辺駅周辺地区が周辺都市を含めた交通結節拠点になって

いると考えられる。 

 

Q1_1 小田急新松田駅・JR 松田駅の主な利用目的は何ですか。 

 

 

Q1_2 駅までの主な利用交通手段は何ですか。 

 

 

Q1_3 駅の利用頻度はどれくらいですか。 

 
  

通勤・通学

60.6%

駅周辺での買物・

私用

4.4%

町外への買物・娯

楽

16.5%

観光・レジャー

6.8%

通院

1.7%

送迎

4.5%

その他

5.5%

徒歩

41.9%

自転車

9.5%

バイク

1.3%

自動車（自分で運

転）

11.7%

自動車（送迎）

9.8%

バス

6.4%

タクシー

0.4%

鉄道間の乗換え

17.4%

その他

1.5%

週５回以上

49.4%

週に数回程度

13.4%

月に数回程度

18.8%

月に１回程度

9.3%

年に数回程度

9.1%

・通勤通学利用が６割を占めて

おり、次いで買物が２割で、

駅が日常生活に重要な役割を

担っていることがわかる。 

・駅周辺に市街地が形成されて

いる地形的な制約から、乗換

えを含めて約７割が徒歩・自

転車となっている。 

・自家用車利用は約２割で、開

成町・大井町方面からの町外

からの利用であることが想定

される。 

・通勤通学や買物利用が多いた

め、利用頻度も約半数が毎日

利用である。 
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Q2_1 バスやタクシーの利用についてお答え下さい。 

 

Q2_2 バスやタクシーの利用についてどのようなことが問題だと思いますか。 

 

 

Q3_1 主に利用している駐車場はどこですか。（自動車（自分で運転）） 

 

 

  

利用しやすい

15.2%

どちらともいえない

19.5%

利用しにくい

24.2%

利用していない

41.1%

37.5%

14.6%

7.2%

2.8%

33.1%

27.7%

17.6%

13.3%

13.3%

13.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

運行便数が少ない

目的地や居住地への路線がない

タクシーの台数が少ない

乗降場所が駅から離れている

待合空間がない

乗降場や駅舎への間に屋根が設置されていない

案内表示がわかりづらい

わからない

問題はない

その他

町営駐車場, 
9.3%

民間駐車場（月

極）, 55.6%

民間駐車場（時

間貸し）, 35.2%

・15.2％の方が利用しやすいと

答えているのに対し、利用し

にくいとの回答が 24.2％あ

る。 

・駅周辺の民間月極駐車場利用

が 55.6％で、通勤・通学等で

定期的にパーク＆ライドによ

る利用が多いものと考えられ

る。 

 

・バスの問題点としては、運航

便数が少ないが 37.5％と最も

多く、ついで、待合空間がな

いが 33.1％に達している。 

・また、乗降場や駅舎への間に

屋根 が設 置 され て いな いが

27.7％あり、これらのことか

ら、設問 Q2.1 で利用しにくい

との回答が 24.2％に上る理由

と考えられる。 
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利用しやすい

12.8%

どちらともいえない

17.2%

利用しにくい

70.0%

自動車での送迎利用について

Q3_2 駐車場の利用についてお答え下さい。（自動車（自分で運転）） 

 

Q3_3  駐車場の利用についてどのようなことが問題だと思いますか。 

 

 

 

Q4_1 自動車での送迎利用についてお答え下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用しやすい, 
45.6%

どちらともいえ

ない, 36.8%

利用しにくい, 
17.5%

24.6%

29.0%

10.1%

33.3%

2.9%

駅から離れている

利用料金が高い

いつも満車で利用し

づらい

問題はない

その他

0% 10% 20% 30% 40%

・自動車での送迎利用について

約自動車利用者の 70％が利用

しにくいと回答しており、駐

停車スペースの不足が要因と

考えられる。 

・利用しやすいが半数近くを占

めており、利用しにくいと感

じている人は 17.5％で２割を

下回っている。 

 

・1/3 が問題ないという認識で

あるが、パーク＆ライドによ

る長時間利用が多いと考えら

れ、利用金や駅からの距離に

ついての問題意識も高い。 
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Q4_2 自動車での送迎利用についてどのようなことが問題だと思いますか。 

 
Q5_1 駅前広場やその周辺の歩道についてお答え下さい。 

 

 

Q5_2 駅前広場やその周辺の環境についてどのようなことが問題だと思いますか。 

 

  

33.9%

51.3%

48.1%

11.6%

25.9%

8.0%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

駅前広場に入れない

駐停車スペースが少ない

バスやタクシー、一般車が混雑して通行しづらい

乗降スペースに屋根が設置されていない

利用していないためわからない

問題はない

その他

利用しやすい

8.9%

どちらともいえない

24.8%

利用しにくい

61.4%

利用していない

4.9%

48.9%

11.7%

24.8%

57.0%

58.1%

35.4%

6.6%

7.6%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

歩道が整備されていない

歩道などに段差や破損が多く通行しづらい

信号がなく、道路横断などが危険

人と車が混在していてわかりにくい

朝夕は送迎車両で混雑する

待ち合わせの広場がない

わからない

問題はない

その他

・自動車での送迎利用の問題点

①の回答から、北口広場に入

れないと感じる人が約３割い

ることが考えられる。 

・自動車での送迎利用の問題点

②の回答から、駐停車スペー

スは基本的に南口にしかない

ことから、南口の自家用車利

用者は約半分の人が駐停車ス

ペースが少ないと感じている

と考えられる。 

・駅を利用する６割以上が利用

しにくいと感じており、まと

まった広場空間が少ないこと

が考えられる。 

・歩道空間が少なく、広場空間

も十分な面積が確保されてい

ないため、ピーク時には送迎

車両と歩行者との錯綜により

安全性が確保されていない。 
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Q6_1 駅前広場やその周辺を整備する上で、どのようなことを重視すべきと思いますか。 

 

 

Q6_2 駅前広場やその周辺の整備についてどのような施設を整備する必要があると思いますか。 

 

 

  

55.1%

58.7%

40.7%

20.5%

62.9%

24.1%

48.9%

15.9%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

乗換えが安全かつ快適にできる交通機能の整備

一般車の駐停車の可能なスペースの整備

松田町の玄関口にふさわしい駅前広場や街並みの整備

交通機能だけでなくイベント等で人が集まれる多目的広

場空間の整備

歩行者や自転車が安心して移動できる環境の整備

観光をはじめとした様々な情報発信が行われる空間の整

備

小売店や飲食店などの商業施設が集まる空間の整備

行政サービスや医療、子育て支援施設などの日常的な便

利機能の充実

その他

14.0%

16.3%

8.7%

22.7%

62.5%

38.4%

29.5%

21.8%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

住民票発行などの行政サービス施設

託児所・保育所などの子育て支援施設

病院・診療所

銀行・郵便局など

コンビニ・書店などの小売店舗

スーパーなどの大型店舗

自動車駐車場

観光案内所

その他

・歩行者が安心して移動できる

空間、一般車の駐停車スペー

スの整備、交通機能の整備等

が求められている。 

・駅周辺には小売店や大型スー

パーなどの商業施設の立地が

求められている。 

・自動車駐車場整備のニーズも

約３割程度存在するため、駅

周辺施設への短時間駐車やパ

ーク＆ライド駐車場の整備に

より、駅周辺の求心力（拠点

性）が高まる可能性がある。 
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■属性 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

１０代

19.3%

２０代

16.9%

３０代

13.6%

４０代

18.4%

５０代

21.4%

６０代

8.0%

７０代以上

2.5%

男性

60.2%

女性

39.8%

寄

12.8%

神山

6.7%

松田惣領

51.7%

松田庶子

28.9%

松田町

28.2%

秦野市

6.8%

南足柄市

5.5%小田原市

9.3%

開成町

8.1%

大井町

11.2%

中井町

0.2%

山北町

4.2%

その他神奈川県内

20.8%

県外

5.7%

・今回のアンケートでは、性別

年令に偏ることなく、幅広い

利用者の意見をいただくこと

ができた。 

・町内利用者は３割、町外利用

者は約７割で、駅が周辺都市

を含めた交通結節点になって

いると考えられる。 
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２．まちづくり協議会委員へのアンケート結果（平成30年3月実施） 

 

（１）道路・駅前広場の都市計画決定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）共同化による施設の集約化について 

  〇共同化による施設の集約化の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇共同化施設の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇共同化施設の整備手法 

 

 

 

 

 

  

するべき 
6 名（85.7％） 

わからない 
1 名（14.3％） 

するべきでない 
0 名（0.0％） 

必 要 
3 名（42.9％） 

どちらかと
いえば必要 

2 名
（28.6％） 

わからない 
2 名（28.6％） 

どちらかと 
いえば不必要 

0 名
（0.0％） 

不必要 
0 名

（0.0％） 

駅に隣接（西側） 
1 名（14.3％） 

駅に隣接（東側） 
1 名（14.3％） 

どちらともいえない 
3 名（42.9％） 

わからない 
2 名（28.6％） 

その他 
0 名

（0.0％） 

民間によるデベロッパー開発 
1 名（14.3％） 

どれともいえない 
1 名（14.3％） 

わからない 
2 名（28.6％） 

地権者組合による 
再開発事業 

4 名（57.1％） 

町が主体となった共同化事業 
0 名（0.0％） 
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３．再開発事業関連意向調査結果（平成30年9月10日～28日実施） 

 （１）関係権利者意向調査 

① 調査概要 

 土地所有者 建物権利者 関係権利者 

権利者数 24 名 20 名 44 名 

回答者数 16 名 12 名 28 名 

回答率 66.7 ％ 60.0 ％ 63.6 ％ 

 

② 調査結果 

１）開発事業に対する考え方                     ２）開発事業に対する意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）検討会への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(自由意見) 

・スーパーやドラッグストアがあると助かる。 

・今回の計画のような大規模な開発が必要なのか疑問。メリット、リスクを検討してほしい。 

・同規模の再開発の事例について資料を示してほしい。（成功例、失敗例など） 

・権利者の意見を聞き、強硬に進めないでほしい。 

・新松田駅南口との調整も図ってほしい。 

  

早期に着手すべき 
21 名（75.0％） 

検討は進めるが、 
当面はやるべきでない 

3 名（10.7％） 

その他 
4 名（14.3％） 

参加する 
9 名（42.9％） 

参加したいがすぐ
には判断できない 
9 名（42.9％） 

その他 
1 名 

（4.7％） 

参加したくない 
2 名（9.5％） 

参加する 
9 名（33.3％） 

その他 
1 名 

（3.7％） 

参加したくない 
5 名（18.5％） 

参加したいがすぐ
には判断できない 
12 名（44.4％） 
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（２）民間事業者意向調査 

① 調査概要 

 

 

 

 

 

② 調査結果 

Q1 新松田駅の印象・評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q２ 事業への興味の有無（Ｎ＝15） 

 

 

 

 

 

 

 

Q3 再開発事業における主な導入機能（複数回答：Ｎ＝15） 

※Q２で「興味がある」と回答した 3 社 

 

 

 

 

 

 

  

アンケート実施日

アンケート調査依頼 49 社

アンケート提出企業数 15 社

アンケート回収率 30.6 ％

平成30年8月中旬～9月18日

【Q2 で興味ありと回答した企業のコメント】 

 新松田駅がアクセスポイントにかかわらず、アクセス導線が弱い（幅員、交通施設

インフラ） 

 駅利用者が集まるというビジネスチャンスを消化しきる施設が少ない 

 平和でのどかな雰囲気、環境がよい 

 現在は商店が少ないため利便性は低く時間消費には向いていない 

 地形的には松田町内での貴重な平面地であり、人口が集中しており、周辺の山々と

川が織りなす景観が美しく、住環境に優れたエリア 

 交通基盤は 2 本の鉄道路線、国道 246 号線、255 号線をはじめとした幹線道路、東

名高速と広域道路に恵まれているものの、酒匂川、川音川、JR 御殿場線、小田急小

田原線と分断要素が多く、特に車利用者にとっては、物理的、心理的に広域から駅

前にアクセスしづらい構造になっている 

 人口密集エリアであり、徒歩、自転車での移動をする方や駅利用者向けに日用売買

回品物販店、サービス店舗を出店する意向のある事業者がいれば施設配置しても良

い環境である 

興味あり 
3 社（20.0％） 

興味なし 
4 社（26.7％） 

現段階で不明 
7 社（46.7％） 

無回答 
1 社（6.7％） 

その他 
0 社（0.0％） 

0 1 2 3

居住機能

健康福祉

(社) 
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Q4 再開発事業においてその他に導入が考えられる機能（複数回答：Ｎ＝15） 

※Q２で「興味がある」と回答した 3 社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q5 再開発事業に参加する場合の条件（複数回答：Ｎ＝15） 

※Q２で「興味がある」と回答した 3 社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q5 今後の連絡の可否（複数回答：Ｎ＝15） 

 

 

 

  

(社) 

0 1 2 3 4

商業・業務機能

居住機能

医療系施設

福祉系施設

教育系施設

交流系施設

その他

(社) 

0 1 2 3

行政による合意形成支援

行政による補助金等の導入支援

公共公益的施設の導入

可 
12 社（80.0％） 

否 
3 社（20.0％） 
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〇自由意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【Q2 で興味ありと回答した企業のコメント】 

 地方における再開発ニーズに対して、事業性（事業収支）の問題で事業化できない

案件が多く、我々が不知の地方都市再開発の手法があれば、ノウハウとして蓄積し

ていきたい 

 今後は駅周辺や松田町についてさらなる現地調査や情報収集を行い、地域の発展や

にぎわいに資する施設、住民に求められる導入機能そして当地の可能性や需要など

と併せてよりよいまちづくりを考えていきたい 

 決して強くはないマーケットである今回地域では、事業採算性を合わせるための調

整事項が多いことが予測されます。事業採算性の判断要素となる施設建築物ボリュ

ーム、権利者状況と生活再建の考え方、行政負担、その他状況にもよるため、現段

階では判断がつきませんが、地域ニーズを満たす、安心・安全なまちづくりには、

当社としては興味があります。松田町における新しい賑わい・街並みの景観を創出

する貴事業のお手伝いが出来ることを心より望んでおります。 

Q5 再開発事業に参加する場合の条件（複数回答可：N=4）

 ※Q2で「興味がある」と回答した3社

回答数

行政による合意形成支援 25 ％

行政による補助金等の導入支援 50 ％

公共公益的施設の導入 25 ％

回答率

Q6 今後の連絡の可否（N=15）

回答数

可 12 80 ％

否 3 20 ％

回答率
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 Ⅳ 用語集 

 用 語 解 説 該当頁 

ア行 アクセス道路  車、バス、鉄道、徒歩などの交通手段によって

目的地に連絡する道路 

1、3、14、17、27 

IT  IT【Information Technology】。情報を取得、加

工、保存、伝送するための科学技術のこと。 

11 

IoT  IoT【Internet of Things】。「身の周りのあらゆ

るモノがインターネットにつながる」仕組みの

こと。 

12、15 

カ行 キスアンドラ

イド 

 最寄り駅まで自家用車で送迎してもらい、公共

交通機関（主に鉄道やバス） に乗り換えて、目

的地まで移動する方法。 

20 

 クリーンエネ

ルギー 

 廃棄物によって環境を汚染することのないエネ

ルギーのこと。太陽熱・地熱・風力・波力な

ど。 

15、28 

カ行 シームレス化  「シームレス」とは、「継ぎ目のない」という意

味を有しており、交通分野においては、乗継ぎ

等の交通機関間の継ぎ目や交通ターミナル内の

歩行や乗降に際しての継ぎ目をハード・ソフト

両面にわたって解消・改善することにより、出

発地から目的地までの移動を円滑かつ利便性の

高いものとすること。 

3、14 

シェアサイク

ル 

 自転車を好きなタイミングで、好きな時間使う

ことのできるサービスのこと。 

28 

シェルター  身を守る施設のことで、バス停では雨よけの施

設のこと。 

23 

情報コンテン

ツ 

 情報として発信する内容のこと。 15 

ハ行 バース  バスが停留する区画のこと。 19 

バリアフリー

化 

 道路や建物内の段差など、物理的な障壁を取り

除き、生活しやすくすること。 

7、14 

ヤ行 ユニバーサル

デザイン 

 高齢者や身体障がい者、あらゆる体格、年齢、

障がいの度合いに関係なく、できるだけ多くの

人々が利用可能であるように製品、建物、空間

等をデザインすること。 

14 

ワ行 Wi-Fi  無線により相互接続するシステムのこと。 28 

 


